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報告

要旨

Abstract

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、世界中の国・地域とそこに暮らす人々にさまざまな影響を及
ぼした。神戸常盤大学では、2020年度前期の 4月から 5月までは全面的に遠隔授業を、また、6月から 9月ま
では面接授業と遠隔授業のブレンデッド授業を行った。遠隔授業が面接授業に劣らず学生の学修に資するもの
とするために、2020年度前期における遠隔授業等の実施状況に関する情報をできる限り多くの大学間で共有
すること目的に、私立中規模大学の遠隔授業の実践状況について報告する。

キーワード：コロナ禍、中規模私立大学、遠隔授業、実施特命チーム

The new coronavirus infection, COVID-19, has had various effects on many countries and 

peoples worldwide. In Kobe Tokiwa University for instance, there was only on-demand learning 

from April to March, and blended classes both of on-demand and face-to -face learning. By 

reporting the implementation status of on-demand education in private, medium-scale universities 

in Japan, we aim to widely share the benefits of on-demand learning. 

コロナ禍における私立中規模大学での遠隔授業の実践
～2020年度前期（4月～ 9月）～
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緒言

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、世
界中の国・地域とそこに暮らす人々にさまざま
な影響を及ぼしている。国立大学協会が団体会
員（Member Organization）として加盟している
国際大学協会（IAU: International Association of 

Universities）は、世界の 111の国と地域の 424の
高等教育機関を対象に令和 2年 3月 25日から 4月
17日までオンラインで実施した「COVID-19が世
界の高等教育へ与える影響に係る調査」の結果を
公表した 1）。その結果の 1つとして、「ほぼ全ての
機関において教育と学修に影響が出た。3分の 2の
機関が、教室型講義に代わって遠隔教育・学修を
行っているとしている。課題となるのは、情報イ
ンフラへのアクセス、遠隔学修への適応能力と教
授法、そして特定分野の学修で必要となる事柄（実
習等）である」が示された 1）。

COVID-19はいまだ不明な点が多く、国内外の感
染状況を見据えると、社会全体として長期的な対
応が必要となることが見込まれる。感染拡大防止
と学生の学修機会確保を両立するため、大学や高
等専門学校でも所在する地域の感染状況や授業規
模などによって授業実施方法は異なるものになる
と考えられる 2）。
文部科学省は 2020年 7月 27日、大学や高等専

門学校の設置者に授業実施方法の留意点を通知し
た。面接授業が適切と判断されるものは面接授業、
困難な際は遠隔授業の実施を検討する。遠隔授業
は 2021年度も引き続き、60単位の上限への算入は
不要とする特例措置を講ずる 2）。さらに、9月 15

日、全国の国公私立大や短大、高等専門学校が 9

月下旬以降に始める後期授業の形式などの調査結
果を公表した。回答があった 1,060校のうち、遠隔

授業と面接（対面）授業を併用するのは 8割の 849

校であり、全面的に面接とするのは 2割弱の 205

校にとどまり、面接の頻度が授業全体の 3割未満
としたのは 2割弱の 161校だった 3）。
このように 2020年度後期以降も遠隔授業を実施
せざるを得ない状況のなか、2020年度の想定外の
緊急避難的な遠隔授業の実践において、遠隔授業
実施における問題・課題も徐々に浮かび上がって
きた。
本稿では、遠隔授業が面接授業に劣らず学生の
学修に資するものとするために、2020年度前期に
おける遠隔授業等の実施状況に関する情報をでき
る限り多くの大学間で共有することを目的に、私
立中規模大学における遠隔授業の実践状況につい
て報告する。

2020年度前期の本学における
遠隔授業の実践

1．遠隔授業の準備
2020年 3月 23日に学生・保護者向けに「新型コ
ロナウイルス対応方針について」を公表し、授業
開始日を当初の 4月 10日（金）から 4月 13日（月）
に変更することが決定された。この際、非公式な
がら遠隔授業になる可能性を考慮し、まず、学内
の IR推進プロジェクトと情報インフラ整備ユニッ
トの教員 3名に準備を始めるよう指示があった。
遠隔授業が正式に動き出したのは、4月 8日（水）
に行われた「令和 2年度 第 1回学長会議」である。
これは、4月 7日の安倍新型コロナウイルス感染症
対策本部長である安倍内閣総理大臣が、特別措置
法にもとづき、緊急事態宣言を東京、神奈川、埼
玉、千葉、大阪、兵庫、福岡の 7都府県に緊急事
態宣言を発出した 4）翌日である。ここでわれわれ

Key words: under COVID-19 crisis, private medium-sized university, remote teaching/learning, 

extraordinary team for implementation of remote teaching/learning
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は、議題となっていた「遠隔授業の導入について」
のなかで、本学における遠隔授業についてのデモ
ンストレーションを行った。このデモは、同時双
方向型ではなく、オンデマンド型の遠隔授業とし
た。その理由については、後で述べる。
さらに、学長会議後の同日、「緊急事態宣言に伴
う新型コロナウイルス対策」を発表し、一部の緊
急を要するガイダンス等を除き、4月 9日～ 5月 7

日の間、学内への立入りを禁止すること、オリエ
ンテーションや授業開始の大幅な延期に伴う遅れ
と、学生の在宅での学修を支援するため、遠隔授
業を早期に開始させることを学生に連絡した。こ
の 4月 8日が、本学における遠隔授業が動き出し
た起点である。
われわれは、本学において遠隔授業を考える際、

4月 6日に文部科学省高等教育局長による「大学等
における遠隔授業の実施に当たっての学生の通信
環境への配慮等について（通知）」5）や国立情報学

研究所が示す「データダイエットへの協力のお願
い：遠隔授業を主催される先生方へ」6）をも念頭に
置き、以下に示す 6つの初期方針を決定した（表
1）。
この 6つの方針のもと、学生側と教員側の両方
において、特に考慮しなくてはならない点が以下
のように 3点あった（表 2）。
本学の常勤教員については、遠隔授業に使用で
きるマイク付きカメラを備えたデスクトップパソ
コンを支給しているため、同時双方向型の遠隔授
業を行うこともできた。しかし、上記の 3つの留
意点を考慮した結果、オンデマンド型の授業とす
ることに決定した。

4月 8日に行われたデモンストレーションの直後、
正式に遠隔授業実施特命チーム（以下、特命チー
ム）が設置されることになり、初期の 3名に加
え、その後順次教職員が増員された。この特命チー
ムは結果的に、本学の全 5学科から教員 1名ずつ

図1　文部科学省が示す遠隔授業の考え方（別図1）7）

（文部科学省資料に本学教職員説明用として筆者らが一部加筆）
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と、教務課経験のある職員 1名の全 6名で構成さ
れることになった。根拠資料はないが、われわれ
の知っている複数の大学の IRer達は、Learning 

Management System （LMS：学修管理システム）
や Information and Communication Technology

（ICT：情報通信技術）に精通しているために、遠
隔授業のサポートチームに組み込まれている場合
が多かった。この 6名も日頃から、本学の IRの業
務に少なからず携わっていた。この間、一度延期
された授業開始日を再度 4月 20日（月）に再延期
することが決定した。

4月 13日に、遠隔授業教材作成マニュアルを、
常勤と非常勤の教員及び職員に配布した。本学に

おけるオンデマンド型の遠隔授業は、パワーポイ
ントではなく、pdfと音声ファイルで行った。学生
は、スマホにおいても pdfを見ながら音声を聞くこ
とができるためである。また、本学が LMSとして
導入している朝日ネットのmanaba Ⓡは、音声ファ
イルをアップロードすると自動的にストリーミン
グ再生できるようになる点も考慮された。

2．遠隔授業の開始
4月 20日より、準備の整った科目から随時オン
デマンド型の遠隔授業を開始した。また、4月 20

日、コンピュータの取り扱いが苦手な教員のため
に、遠隔授業教材作成用の USB端子内蔵型の IC

表1　本学における遠隔授業の6つの初期方針

表2　本学における遠隔授業における3つの留意点
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レコーダーの貸し出しを開始した。さらに、4月 23

日には、授業音声の作成に関して、授業用音声の作
成時にボイスレコーダーへの話し方などに困って
いる教員のため、元テレビ局アナウンサーである
本学の谷口特任教授に「遠隔授業のワンポイント
講座」の作成を依頼し、全教職員にオンデマンド
型の遠隔講座での配信を行った。この講座の受講
で、「オンデマンド型の授業作成が楽になった」と、
教員間では好評を得た。4月 26日よりmanaba Ⓡに
アップロードできるファイルの上限が 50MBから
10MBに変更される事態が生じたが、本学のオンデ
マンド型授業が音声と pdfで構成されていたため、
大きな混乱は生じなかった。

5月 1日には、「新型コロナウイルス感染症対策
本部と事務所」が学内に開設された。これは、遠
隔授業に関することを含め、さまざまな問い合わ
せが増え、また長期休業に伴う学生支援がさらに
必要であることから、学長会議による対策体制を
充実・常設化し、学生たちの問合せなどへのワン
ストップサービスを行うことを目的としたベース
キャンプとして設置された。後に、日本私立大学
協会が 4月末に文教関係国会議員に要望・懇談時
を行った際に萩生田文科大臣から、各大学は学生
支援のためワンストップの相談窓口をわかりやす
い連絡先で設営してはいかがかといった提案 8）が
あったことを考えると、それに先んじていたと言
える。
ここでは、各学科の代表の各 1名の教員と職員、
および特命チームが同じ空間（教室）に配置され、
学生や保護者からの問い合わせなどに適切かつ確
実に回答することができるようになっていた。ま
た、常勤と非常勤の教員からの遠隔授業に関する
サポートもここで行われた。さらに、5月 1日には、
遠隔授業実施特命チームにより、常勤と非常勤の
教員へ「遠隔授業教材作成マニュアル Ver. 2」を配
布した。
また、5 月 20 日には、LMS の manaba Ⓡ上に、
遠隔授業の質問を受け付ける「遠隔授業実施特命

チーム」コースを設置した。5月 25日（月）には、
manaba Ⓡにアップロードできるファイルの上限が
10MBから 30MBに変更された。5月 29日に、「新
型コロナウイルス感染症対策本部と事務所」が閉
所となった。このときには、特命チームの各員が、
指名制で常勤教員と非常勤教員のサポートを行う
ようになっていたため、その後は直接質問を受け
付けてサポートするようになっていた。なお、こ
の指名制のサポートは、授業後に行われる授業評
価報告書のサポートまで続いたため、非常勤教員
にとって良いサポート体制を構築できたといえる。
6月 8日（月）からは、面接授業と遠隔授業が混
在したブレンデッド授業が開始された。6月 22日
（月）には、manaba Ⓡにアップロードできるファイ
ルの上限が 30MBから 50MBに変更され、4月 26

日以前の状態に復帰した。

3．遠隔授業開始から約1か月時点でわかったこと
全国で同時に遠隔授業を始めて約 1ヶ月が経過
した時点で、本学での経験や、他大学での取り組
みに関する記事や報道から、遠隔授業を実施して
みて明らかになったことは、表 3のとおりである。

4．前期を終えた段階での遠隔授業の課題
前期を終えた段階での遠隔授業の課題として明
らかになったことは、表 4のとおりである。

考察

以上が、本学における学生と教職員の対応を時系
列に記述したものである。大学における遠隔授業に
関して、巷間では、「想定以上の通信量で学内のサー
バーがダウンするトラブルも発生。インターネット
環境が十分でない学生への対応など多くの課題が浮
かび上がり、関係者の模索が続いている」9）などの
問題や課題も次々と報道されていた。本学におい
ても、事前準備がしっかりとできたうえでの運用
開始ではなく、走りながら問題を見つけ解決しつ
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つ運用していくという状態であった。しかし、最
初に確固とした方針を決定していたため、4月 20

日の遠隔授業開始後、取り立てて大きな混乱もな
く、ほぼすべての授業が安定して実施できたこと
は、高等教育の質保証において大きな効果があっ
たのではないかと考えている。
本学は、5月 21日に兵庫県を含む関西圏すべて

において、緊急事態宣言が解除された 10）ことを受

け、6月 8日より一部面接授業を再開することを学
生に連絡した 11）。その後、6月 8日より、面接授業
と遠隔授業が混在したブレンデッド授業が開始と
なり、現在に至っている。
コロナ禍での本学における遠隔授業に関して上
述のように整理していくなかで、表 5のとおり本
学における「後期の遠隔授業に関する方針」をま
とめ対策本部で提示し了承が得られた。本学では

表3　遠隔授業開始から約1か月時点でわかったこと
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表4　前期を終えた段階での遠隔授業の課題

表5　後期の遠隔授業に関する方針
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この方針に則って、2020年度の後期における遠隔
授業を推進していく予定となっている。
先にも引用したように、9月 15日、全国の国公

私立大や短大、高等専門学校のうち、回答があっ
た 1,060校の 8割にあたる 849校が、9月下旬以降
に始める後期授業では遠隔授業と面接授業を併用
としており、全面的に面接授業とするのは 2割弱
の 205校にとどまっている 3）。このことから、しば
らくの間は、高等教育機関においては遠隔授業と
面接授業の併用が続くことを念頭において教学マ
ネジメントを行っていく必要がある。
したがって、今後はさらに、2020年度前期・後

期の遠隔授業に関する種々のデータの解析結果を
もとにして、2020年度後期以降の遠隔授業の方略
ならびに面接授業と遠隔授業をミックスしたブレ
ンデッド授業の在り方や運営方法について検討し
ていく予定である。

本稿の一部は、第 9回大学情報・機関調査研究
集会において発表した。
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